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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

福
岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部
紀
要

「
文
藝
と
思
想
」
第
八
三
号
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
一
九
～
四
一
頁

国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

―
文
学
史
的
指
導
上
の
問
題
点
と
「
俳
言
」
―

大
久
保
　
順
　
子

松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
は
、
近
現
代
の
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
代
表
的
な
近
世
文
学
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
先
に
考
察
（
（
（

を
行
っ
た
と

お
り
、
俳
諧
紀
行
文
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
は
じ
め
と
す
る
教
材
採
用
例
の
数
は
多
く
、
作
品
研
究
の
進
展
を
背
景
と
し
て
「
古
典
的
」

に
作
品
が
存
在
し
、
現
代
に
も
影
響
を
与
え
続
け
る
有
名
な
古
文
教
材
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
例
え
ば
、
戦
前
に
多
か
っ
た
近

松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
作
品
の
教
材
採
用
数
が
戦
後
に
減
少
す
る
傾
向
（
（
（

等
と
比
べ
て
も
、
芭
蕉
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
比
較
的
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
国
語
教
材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

だ
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
以
外
に
も
、
俳
諧
や
俳
論
の
作
品
教
材
は
存
在
し
、
教
科
書
に
よ
っ
て
採
録
さ
れ
る
作
品
や
そ
の
扱
わ
れ

方
が
異
な
る
。
特
に
近
世
の
「
俳
諧
」
の
作
品
に
関
す
る
読
解
指
導
の
方
法
や
考
え
方
は
、
そ
の
教
材
と
指
導
者
と
学
習
者
に
関
わ
る

教
育
課
程
や
社
会
状
況
等
の
変
化
、「
俳
諧
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
様
式
の
位
置
づ
け
等
、
国
語
科
教
育
に
お
け
る
指
導
目
標
の
設

定
そ
の
も
の
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
中
等
教
育
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
近
世
俳
諧
」
教
材
の
「
本
文
」
の
例
に
着
目
し
、
内
容
と
扱
い
方
の
傾

向
や
特
徴
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
単
元
設
定
や
教
材
構
成
か
ら
窺
わ
れ
る
作
品
観
や
文
学
史
観
等
に
関
連
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
検
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討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
　

一
　
中
学
・
高
校
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
俳
句
」
と
「
俳
諧
」

俳
諧
紀
行
文
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
国
語
教
科
書
教
材
と
教
育
史
的
展
開
に
関
す
る
調
査
研
究
と
し
て
は
、
既
に
堀
切
実
他
編
『『
お

く
の
ほ
そ
道
』
と
古
典
教
育
』
の（

（
（

詳
細
な
成
果
が
あ
る
。
ま
た
、
国
語
教
育
に
お
け
る
「
俳
句
」
教
材
研
究
は
、
小
中
高
の
各
課
程
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
俳
句
」
教
材
と
い
え
ば
、
今
日
で
は
世
界
最
小
の
短
詩
形haiku

と
し
て
各
国
語
で
創
作
さ
れ
る
文
化
現
象

を
踏
ま
え
た
国
語
科
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

主
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
授
業
の
姿
は
、
近
現
代
俳
句
作
品
の
例
か
ら
五
・
七
・
五
を
「
鑑
賞
・
実
作
し
て
表
現
に
親
し
む
」
指
導
と

学
習
活
動
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
平
成
二
十
五
年
度
版
の
中
学
三
年
生
用
の
東
京
書
籍
『
新
編
　
新
し
い
国
語
３
』（
平
25
・
２
、
平
23
・

２
・
28
文
部
科
学
省
検
定
済
）
に
は
「
俳
句
五
句
」
に
近
代
俳
句
（
虚
子
・
草
田
男
・
子
規
・
秋
櫻
子
・
山
頭
火
）
の
鑑
賞
、
続
く
「
書

く
」
教
材
に
「
俳
句
を
作
っ
て
句
会
を
開
こ
う
」
が
あ
る
。
そ
の
他
、
高
校
用
の
教
材
例
で
は
大
修
館
書
店
『
古
典
１
　
改
訂
版
』（
平

23
・
４
、
平
19
・
２
・
20
文
部
科
学
省
検
定
済
）
や
『
古
典
Ｂ
　
改
訂
版
』（
平
29
・
２
・
20
文
部
科
学
省
検
定
済
）
の
古
文
編
「
８ 

和
歌
・
歌
謡
・
俳
諧
」
の
連
句
「
市
中
の
巻
」
に
、「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
「（
２
）
三
人
一
組
と
な
り
、
次
の
条
件
を
守
っ
て
、

秋
の
発
句
（
五
七
五
）、
脇
（
七
七
）、
第
三
（
五
七
五
）
を
作
っ
て
み
よ
う
。
①
各
句
に
秋
の
季
語
を
入
れ
る
。
②
三
句
が
ら
み
に
な

ら
な
い
よ
う
、
第
三
を
転
じ
る
。」
と
い
っ
た
、「
連
句
」「
俳
諧
」
の
学
習
内
容
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

「
俳
句
」
か
ら
「
連
句
」
ま
で
の
教
材
を
扱
う
こ
の
よ
う
な
指
導
の
「
拡
が
り
」
は
、（
近
代
以
降
の
「
俳
句
」
を
主
と
す
る
文
学
観

に
留
ま
ら
な
い
）
今
日
の
近
世
文
学
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
「
俳
諧
」
観
の
視
点
が
現
在
の
教
科
書
編
集
や
教
材
採
録
に
も
反
映
さ
れ

て
き
た
動
向
と
窺
え
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
代
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
指
導
内
容
の
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」

の
設
定
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。「
現
代
語
に
よ
る
生
徒
の
五
七
五
の
作
句
」
に
留
ま
ら
ず
、
学
習
内
容
に
「
俳
諧
」「
連
句
」
ま
で
が

含
ま
れ
る
教
材
で
は
、
歴
史
的
に
有
名
な
句
の
鑑
賞
や
、
基
本
的
な
文
学
史
的
背
景
の
理
解
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
実
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

際
に
句
の
教
材
を
鑑
賞
し
味
わ
う
単
元
の
教
材
で
の
「
近
世
俳
諧
」
と
「
近
代
俳
句
」、「
俳
諧
」
と
「
俳
句
」
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
、

ま
ず
そ
の
例
を
確
認
す
る
（
※
以
下
、
本
論
中
の
本
文
引
用
箇
所
の
傍
線
は
、
引
用
者
が
付
す
も
の
と
す
る
）。

中
学
校
の
国
語
教
科
書
の
場
合
、
例
え
ば
平
成
二
十
五
年
度
版
の
光
村
図
書
『
国
語
３
』（
平
25
・
２
、
平
23
・
2
・
28
文
部
科
学
省

検
定
済
）
で
は
「
２
　
多
様
な
視
点
か
ら
―
豊
か
な
言
葉
」
に
「
俳
句
の
可
能
性
」（
宇
多
喜
代
子
）
と
飯
田
龍
太
・
正
岡
子
規
・
友

岡
子
郷
・
加
藤
楸
邨
・
種
田
山
頭
火
の
「
俳
句
」
が
掲
載
さ
れ
、
続
く
「
俳
句
十
六
句
」
で
は
「
近
世
の
俳
句
」
３
句
（
芭
蕉
・
蕪
村
・

一
茶
）
と
「
近
代
以
降
の
俳
句
13
句
（
鬼
城
・
碧
梧
桐
・
虚
子
・
放
哉
・
秋
櫻
子
・
茅
舎
・
多
佳
子
・
波
郷
・
白
泉
・
兜
太
・
深
見
け

ん
二
・
鷹
羽
狩
行
・
正
木
ゆ
う
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
る
形
と
な
る
（
な
お
、
光
村
『
国
語
３
』
平
成
十
九
年
版
で
は
「
近
世
の

俳
句
」
４
句
と
「
近
代
の
俳
句
」
12
句
で
あ
っ
た
（
（
（

）。
さ
ら
に
、
同
教
科
書
の
「
４
　
古
典
を
楽
し
む
」（
二
十
五
年
度
版
は
「
５
　
い

に
し
え
の
心
を
語
ら
う
」）
に
は
「
夏
草
―
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
か
ら
―
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
教
育
出
版
『
伝
え
合
う
言
葉
　
中
学
国
語
３
』（
平
25
・
１
・
20
）
の
「
近
代
の
俳
句
」
で
は
近
代
俳
句
14
句
を
採
録
す

る
。
三
省
堂
『
中
学
生
の
国
語
　
三
年
』（
平
25
・
２
・
20
第
二
版
）「
俳
句
の
世
界
」
は
一
茶
１
句
と
近
代
俳
句
14
句
の
計
15
句
を
掲

載
、
解
説
「
俳
句
を
味
わ
う
た
め
に
」
の
例
句
８
句
の
う
ち
１
句
め
が
与
謝
蕪
村
で
、
近
代
俳
句
と
近
世
俳
諧
を
区
別
せ
ず
併
せ
て
掲

げ
て
い
る
（
（
（

。

中
学
の
国
語
教
材
で
は
主
に
「
俳
句
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
省
堂
の
例
が
近
世
と
近
代
の
句
を
共
に
「
俳
句
」
の
概
念

で
扱
う
教
材
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
述
の
光
村
『
国
語
３
』
の
方
は
「
俳
句
」
の
中
で
「
近
世
俳
諧
」
と
「
近
代
俳
句
」
を
分
け
る
教

材
構
成
の
意
識
が
働
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
光
村
『
国
語
３
』「
夏
草
―
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
か
ら
―
」
の
「
俳
句
と
俳

諧
」
解
説
に
は
、「
俳
諧
」
の
定
義
が
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

	

「
俳
句
」
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
発
句
」
と
よ
ば
れ
た
。
そ
れ
は
、
五
・
七
・
五
の
長
句
と
七
・
七
の
短
句
と
を
交
互
に
連
ね
て

作
る
「
俳
諧
の
連
歌
」
の
最
初
の
一
句
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
俳
諧
」
と
は
本
来
「
滑
稽
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
俳
諧
の
連

歌
」
を
略
し
た
言
葉
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

	

発
句
は
、
参
加
す
る
人
た
ち
に
最
初
に
示
す
作
品
な
の
で
、
そ
こ
に
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
気
持
ち
が
あ
り
、
そ
の
時
々
の
季
節
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を
表
す
言
葉
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
伝
統
は
、
季
語
と
し
て
俳
句
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

	

俳
諧
に
参
加
す
る
人
は
、
前
の
句
に
う
ま
く
つ
な
が
る
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
次
の
句
を
付
け
足
し
て
い
き
、
発
句
に
始
ま
る

世
界
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
展
開
し
て
い
く
か
を
、
互
い
に
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
と
人
と
の
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
作
ら
れ
て
い
た
。
芭
蕉
の
旅
も
、
各
地
の
人
々
と
俳
諧
を
作
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
旅
で
あ
っ
た
。

	

俳
諧
は
「
連
句
」
と
も
よ
ば
れ
、
今
日
、
複
数
の
作
者
で
作
る
珍
し
い
詩
の
形
式
と
し
て
、
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

�

（「
俳
句
と
俳
諧
」）

こ
の
文
章
は
「
蕉
風
の
連
句
俳
諧
」
の
概
念
に
基
づ
く
「
連
句
の
発
句
」
の
説
明
と
し
て
妥
当
で
あ
り
、（
近
代
俳
句
と
異
な
る
）

「
近
世
俳
諧
の
発
句
」
の
文
学
史
的
な
解
説
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
教
科
書
に
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
各
段
の
発
句
や

「
俳
句
十
六
句
」
の
五
七
五
の
「
俳
句
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
連
句
」
作
品
そ
の
も
の
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
中
学
三
年

生
が
「
連
句
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
し
理
解
す
る
に
は
、
別
途
に
連
句
の
作
品
例
の
資
料
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
季
語
（
そ

の
時
々
の
季
節
を
表
す
言
葉
）」
の
発
想
は
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、「
俳
諧
」
と
い
う
用
語
の
「
本
来
「
滑
稽
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
」

「「
俳
諧
の
連
歌
」
を
略
し
た
言
葉
」
の
説
明
は
、
文
学
史
的
な
「
連
歌
」
理
解
の
前
提
が
な
け
れ
ば
難
解
で
あ
る
。
そ
の
点
の
不
明
な

学
習
者
が
、
近
世
俳
諧
と
近
代
俳
句
の
違
い
を
「
五
・
七
・
五
の
同
詩
形
の
単
な
る
成
立
時
期
の
差
」
の
よ
う
に
思
い
誤
る
恐
れ
が
あ

る
。近

世
文
学
研
究
者
が
こ
の
違
い
を
説
明
す
る
な
ら
、
近
世
の
俳
諧
観
の
基
本
的
な
考
え
方
の
一
つ
を
こ
こ
に
補
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
芭
蕉
以
前
の
初
期
俳
諧
か
ら
意
識
さ
れ
た
、
伝
統
的
雅
文
芸
と
「
俳
諧
」
と
の
使
用
言
語
感
覚
の
根
本
的
な
違
い
―
言
わ
ば
、

「
歌
語
」
に
対
す
る
「
俳
言
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

高
等
学
校
の
古
文
教
科
書
に
は
、
こ
の
「
俳
諧
」
を
構
成
す
る
言
語
の
中
の
「
俳
言
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
る
も
の
が

幾
つ
か
あ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
示
す
。

⑴
俳
諧
と
は
本
来
滑
稽
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
和
歌
的
で
優
美
な
連
歌
に
対
し
て
、
機
知
に
富
ん
だ
滑
稽
さ
を
特
色
と
す
る
連
歌

を
俳
諧
連
歌
と
い
っ
た
が
、
こ
の
俳
諧
連
歌
を
略
し
て
俳
諧
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
俳
諧
は
庶
民
の
間
で
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

に
な
り
、
や
が
て
松
永
貞
徳
に
よ
っ
て
き
ま
り
が
整
え
ら
れ
た
。
現
在
は
こ
れ
を
連
句
と
呼
ん
で
い
る
。
俳
諧
は
、
俗
語
や
漢
語

と
い
っ
た
、
伝
統
的
な
和
歌
の
世
界
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
言
葉
（
俳
言
）
を
取
り
込
み
、
新
し
い
領
域
を
拓
い
た
。（
第
一
学

習
社
『
高
等
学
校 

標
準
古
典
』
平
19
・
２
、「
俳
諧
　
春
夏
秋
冬
」「
俳
句
と
俳
諧
」）

⑵
連
句
の
特
性
　
俳
諧
で
は
、
口
語
・
漢
語
・
俗
語
等
の
日
常
語
（
俳
言
）
を
句
に
読
み
込
む
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

伝
統
的
雅
語
を
用
い
る
和
歌
・
連
歌
よ
り
、
日
常
生
活
が
自
由
に
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
発
想
の
異
な
る
複
数
の
人
間
が
、
共
通

の
場
（
座
）
で
鑑
賞
と
創
作
に
従
事
す
る
の
で
、
人
々
が
談
笑
す
る
か
の
よ
う
な
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
応
じ
た
即
興
性
が
特
に

重
視
さ
れ
た
。（
大
修
館
書
店
『
古
文 

１ 

改
訂
版
』
平
23
・
４
「
俳
諧
・
浮
世
草
子
」「
連
句
に
つ
い
て
」
解
説
。
大
修
館
書
店

『
古
文
Ｂ
　
改
訂
版
』（
平
29
・
２
文
部
科
学
省
検
定
済
）
に
同
文
掲
載
有
）

こ
れ
ら
⑴
⑵
の
解
説
は
、
学
習
者
や
指
導
者
が
「
俳
諧
」
の
句
の
本
来
の
性
質
を
把
握
し
理
解
す
る
の
に
必
要
な
事
項
を
示
し
て
お

り
、（
近
代
俳
句
と
比
べ
る
以
前
に
）
俳
諧
の
発
句
の
五
・
七
・
五
が
、
古
典
和
歌
一
首
三
十
一
文
字
の
上
句
の
五
七
五
と
も
質
的
に
違

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』
等
の
単
元
の
和
歌
の
作
品
の
学
習
の

際
、
生
活
の
日
常
語
的
な
語
彙
で
は
な
い
「
歌
語
」
の
表
現
を
認
識
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。「
非
和
歌
的
」
言
語
が
「
古
典
的
文
学

の
正
統
の
表
現
で
は
な
い
」
は
ず
れ
た
も
の
、
非
調
和
的
な
も
の
、「
滑
稽
」
な
も
の
と
な
り
、「
俳
諧
」
と
な
る
と
い
う
考
え
方
に
、

そ
れ
は
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
近
世
初
期
か
ら
芭
蕉
に
至
る
「
俳
諧
」
は
、
元
々
そ
う
し
た
伝
統
に
対
す
る
「
新
奇

な
」
文
学
の
性
質
を
指
し
て
い
た
。
　
　

前
掲
の
『
国
語
３
』「
俳
句
と
俳
諧
」
解
説
の
前
提
も
そ
こ
に
あ
り
、
現
代
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
の
「
和
歌
と
俳
諧
の
違
い
」
の
解

り
に
く
さ
は
、
俳
諧
の
こ
の
「
和
歌
と
比
べ
て
の
新
し
さ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
不
足
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
中
学
生
が
「
古

典
に
親
し
む
」
単
元
で
本
当
に
「
俳
諧
」
の
感
覚
を
味
わ
う
た
め
に
は
、
こ
の
「
伝
統
的
な
和
歌
の
世
界
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
言

葉
と
は
何
か
」
の
理
解
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
、
古
典
和
歌
文
学
の
学
習
か
ら
続
く
内
容
で
も
あ
る
。

文
学
史
上
で
は
確
か
に
、
蕉
風
俳
諧
の
「
俗
語
を
正
す
」
俳
言
の
「
風
雅
」
化
に
よ
っ
て
、「
俳
言
」
は
当
初
の
滑
稽
・
猥
雑
な
も
の

か
ら
「
俗
の
詩
精
神
」
へ
昇
華
し
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
後
代
の
俳
諧
、
ひ
い
て
は
近
代
俳
句
の
文
学
性
に
も
影
響
を
与
え
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る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
蕉
風
俳
諧
以
降
の
発
句
と
近
代
俳
句
を
「
文
学
的
」
な
五
七
五
の
「
俳
句
」
作
品
教
材
と
す
る
現
行
の
教

科
書
の
考
え
方
に
も
、
そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
連
句
俳
諧
研
究
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

の
韻
文
学
史
上
の
「
俳
言
」
の
意
識
か
ら
俳
諧
の
「
俳
句
」
鑑
賞
の
方
法
の
捉
え
直
し
が
可
能
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
俳
諧
は
、
和
歌
か

ら
離
れ
よ
う
と
す
る
「
俳
言
」
の
表
現
の
意
識
に
よ
っ
て
、
古
典
的
文
学
様
式
に
お
け
る
言
語
使
用
の
規
範
意
識
か
ら
逸
脱
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
、
変
化
と
不
易
を
目
指
す
文
学
で
あ
っ
た
。
俳
諧
の
作
品
は
、
そ
の
文
化
現
象
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
働
き
を
学
べ
る
興
味

深
い
「
知
」
の
教
材
な
の
で
あ
る
。

二
　「
近
世
俳
諧
」
発
句
作
品
の
教
材
化
の
傾
向

今
日
の
国
語
教
科
書
で
実
際
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
近
世
俳
諧
」
作
品
教
材
に
お
い
て
、「
俳
諧
」
の
発
句
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
検
証
す
る
。
以
下
、
平
成
以
降
の
高
等
学
校
用
の
古
文
の
教
科
書
の
例
を
幾
つ
か
掲
げ
、
掲
載
句
と
、
教
材
の
示
唆
す
る

指
導
の
要
点
の
ヒ
ン
ト
と
み
ら
れ
る
「
学
習
の
手
引
き
」
に
相
当
す
る
箇
所
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
（
（
（

。

【
例
１
】
明
治
書
院
　

①
『
精
選
　
国
語
Ⅱ
　
二
訂
版
』（
117
明
治 

国
Ⅱ
142
）（
市
古
貞
次
・
長
谷
川
泉
・
築
島
裕
他
編
、
平
4
・
1
・
20
、
昭
57
・
3
・
31

文
部
省
検
定
済
、
平
3
・
3
・
31
改
訂
検
定
済
）「
俳
諧
と
浮
世
草
子
」
の
「
俳
諧
（
十
四
句
）」

・
松
尾
芭
蕉
８
句
（
あ
け
ぼ
の
や
・
花
の
雲
・
う
き
わ
れ
を
・
菊
の
香
・
芭
蕉
野
分
し
て
・
塩
鯛
の
・
い
ざ
さ
ら
ば
・
旅
に
病
ん
で
）、

与
謝
蕪
村
６
句
（
春
の
海
・
白
梅
や
・
さ
み
だ
れ
や
・
愁
ひ
つ
つ
・
月
天
心
・
鳥
羽
殿
へ
）

・（
研
究
Ａ
）「�

一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
感
覚
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。」「
二
、

そ
れ
ぞ
れ
の
句
を
次
の
⑴
～
⑷
に
分
け
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　�

⑴
　
近
世
の
庶
民
生
活
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
句
。
⑵
　
歴
史
的
な
背
景
を
持
つ
句
。
⑶
　
主
情
的
な
句
。	
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

⑷
　
叙
景
的
な
句
。」「
三
、
芭
蕉
と
蕪
村
の
句
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
質
が
認
め
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。」

　（
研
究
Ｂ
）「�

一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
切
れ
字
の
働
き
を
調
べ
て
み
よ
う
。」　「
二
、
字
余
り
の
句
は
ど
れ
か
。
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。」

芭
蕉
・
蕪
村
の
発
句
を
選
ん
だ
構
成
で
あ
る
。
研
究
Ｂ
で
は
切
れ
字
や
字
余
り
等
の
句
形
に
つ
い
て
、
研
究
Ａ
で
は
句
意
に
つ
い
て
の

考
察
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
研
究
Ａ
の
二
⑴
「
近
世
の
庶
民
生
活
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
句
」
と
い
う
問
い
か
け
は
、
俗

語
の
「
俳
」
の
性
質
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
『
精
選
　
古
典
Ⅰ
　
古
文
編
』（
117
明
治 

古
Ⅰ
506
）（
築
島
裕
・
久
保
田
淳
・
竹
田
晃
他
10
名
編
、
平
9
・
1
・
20
三
版
、
平
6
・

3
・
15
文
部
省
検
定
済
）
俳
諧
と
浮
世
草
子
「
俳
諧
」（
22
句
）

・
芭
蕉
８
句
（
ほ
ろ
ほ
ろ
と
・
蛸
壺
や
・
う
き
我
を
・
芭
蕉
野
分
し
て
・
こ
の
道
や
・
海
暮
れ
て
・
塩
鯛
の
・
旅
に
病
ん
で
）・
蕪
村

８
句
（
白
梅
や
・
ゆ
く
春
や
・
牡
丹
散
つ
て
・
愁
ひ
つ
つ
・
鳥
羽
殿
へ
・
月
天
心
・
蕭
条
と
し
て
・
斧
入
れ
て
）・
一
茶
６
句
（
雪

と
け
て
・
蟻
の
道
・
涼
風
の
・
有
明
や
・
さ
び
し
さ
に
・
心
か
ら
）

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
発
句
に
よ
る
構
成
は
『
基
本 
国
語
一 

最
新
版
』（
平
成
四
年
度
版
見
本
、
昭
63
・
3
・
31
文
部
省
検
定
済
、
平

3
・
3
・
31
改
訂
検
定
済
）「
十
四
　
俳
諧
と
浮
世
草
子
」
の
「
菊
の
香
（
俳
句
十
八
句
）」
か
ら
続
い
て
い
る
。
①
と
同
様
に
（
研
究

Ａ
）
で
句
の
表
現
、（
研
究
Ｂ
）
で
表
現
技
法
を
問
う
手
引
き
が
あ
る
が
、（
研
究
Ｂ
）
の
「
三
⒜
擬
態
語
を
用
い
た
句
、
⒝
音
便
形
の

語
を
用
い
た
句
、
⒞
漢
語
調
の
語
を
用
い
た
句
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
句
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。」
は
「
俳
諧
」
の
「
俳
言
」
の
性
質
に
関
す
る
問
い
か
け
に
つ
な
が
る
内
容
で
も
あ
る
。

③
『
精
選
　
新
国
語
Ⅱ
　
古
典
編
』（
117 

明
治 

国
Ⅱ
542
）（
紅
野
敏
郎
・
築
島
裕
・
久
保
田
淳
他
31
名
編
、
平
9
・
1
・
20
三
版
、
平

6
・
1
・
31
文
部
省
検
定
済
）（
古
文
編
）
四 

俳
諧
と
浮
世
草
子
　
俳
諧
（
十
七
句
）

・
芭
蕉
６
句
（
梅
が
香
に
・
若
葉
し
て
・
芭
蕉
野
分
し
て
・
こ
の
道
や
・
海
暮
れ
て
・
旅
に
病
ん
で
）・
蕪
村
６
句
（
ゆ
く
春
や
・
牡

丹
散
っ
て
・
愁
ひ
つ
つ
・
月
天
心
・
蕭
条
と
し
て
・
白
梅
に
）・
一
茶
５
句
（
め
で
た
さ
も
・
涼
風
の
・
蟻
の
道
・
さ
び
し
さ
に
・
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心
か
ら
）

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
句
か
ら
選
ん
で
お
り
、②
と
同
様
に
（
研
究
Ａ
）
で
句
の
内
容
、（
研
究
Ｂ
）
で
表
現
を
問
う
。
研
究
Ｂ
「
二
」
に
、

②
の
「
三
⒜
擬
態
語
を
用
い
た
句
、
⒝
音
便
形
の
語
を
用
い
た
句
、
⒞
漢
語
調
の
語
を
用
い
た
句
」
と
同
じ
問
い
が
置
か
れ
て
い
る
。

④
『
新
編
国
語
総
合
』（
117 

明
治 

国
総
013
）（
久
保
田
淳
・
中
村
明
・
中
島
国
彦
他
33
名
編
、
発
行
年
月
な
し
見
本
、
平
14
・
2
・
10

検
定
済
）（
古
文
編
）
４
古
典
の
調
べ
「
古
典
の
調
べ
―
和
歌
と
俳
諧
」

・
芭
蕉
１
句
（
五
月
雨
を
）・
蕪
村
１
句
（
菜
の
花
や
）・
一
茶
１
句
（
名
月
を
）

万
葉
～
新
古
今
の
和
歌
16
首
と
、
各
俳
人
一
句
ず
つ
の
俳
諧
の
発
句
３
句
を
合
わ
せ
た
、
高
校
一
年
「
国
語
総
合
」
科
目
用
の
教
材
構

成
と
な
っ
て
い
る
。「
学
習
の
手
引
き
」
１
・
２
は
和
歌
と
俳
諧
の
朗
読
と
内
容
の
把
握
、
３
は
「
現
代
短
歌
や
俳
句
と
読
み
比
べ
」、

４
は
感
想
、
５
は
本
歌
取
り
な
ど
和
歌
修
辞
等
の
学
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
。「
言
葉
の
学
習
」
で
は
季
語
、
切
れ
字
、
助
動
詞
の
学
習

を
示
唆
す
る
。
な
お
、
和
歌
と
俳
諧
の
違
い
の
解
説
等
は
本
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
『
精
選
古
典
』（
117 

明
治 

古
典
015
）（
久
保
田
淳
・
丸
山
松
幸
他
編
、
平
16
・
1
・
20
、
平
15
・
3
・
20
検
定
済
）（
前
編
　
古
文

編
）
８
俳
諧
と
俳
論
「
俳
諧
」（
松
尾
芭
蕉
・
与
謝
蕪
村
・
小
林
一
茶
）

・
芭
蕉
８
句
（
ほ
ろ
ほ
ろ
と
・
梅
が
香
に
・
若
葉
し
て
・
お
も
し
ろ
う
て
・
芭
蕉
野
分
し
て
・
病
雁
の
・
海
く
れ
て
・
旅
に
病
ん

で
）・
蕪
村
７
句
（
行
く
春
や
・
牡
丹
散
つ
て
・
愁
ひ
つ
つ
・
鳥
羽
殿
へ
・
月
天
心
・
斧
入
れ
て
・
白
梅
）・
一
茶
５
句
（
雪
と
け

て
・
涼
風
の
・
有
明
や
・
心
か
ら
・
こ
れ
が
ま
あ
）

《
研
究�

》「
一
「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
」「
行
く
春
や
」「
雪
と
け
て
」
の
句
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
感
の
と
ら
え
方
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。」「
二
　
辞
世
の
句
と
さ
れ
る
松
尾
芭
蕉
の
「
旅
に
病
ん
で
」
の
句
と
、
与
謝
蕪
村
の
「
白
梅

の
」
の
句
を
比
較
し
て
、
受
け
る
印
象
の
違
い
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。」「
三
「
お
も
し
ろ
う
て
」「
愁
ひ
つ
つ
」

の
句
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
や
が
て
悲
し
き
」
と
感
じ
た
り
、「
愁
ひ
」
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
か
、

考
え
て
み
よ
う
。」「
四
「
涼
風
の
」「
心
か
ら
」「
こ
れ
が
ま
あ
」
の
句
に
は
、
自
分
の
人
生
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
思
い
が

詠
ま
れ
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。」
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

《
言
葉�

の
学
習
》
一
　
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
季
語
と
季
節
、
切
れ
字
を
指
摘
し
、
そ
の
表
現
上
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
二

⒜
擬
態
語
を
用
い
た
句
、
⒝
漢
語
を
用
い
た
句
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
か
、
話
し

合
っ
て
み
よ
う
。

⑥
『
新
精
選
古
典
』（
117
明
治 

古
典
037
）（
久
保
田
淳
・
丸
山
松
幸
他
編
、
平
22
・
1
・
20
三
版
、
平
19
・
2
・
20
検
定
済
）
前
編
古

文
編
「
10
俳
諧
・
俳
論
」
の
「
俳
諧
」
に
、
芭
蕉
８
句
（
⑤
同
）・
蕪
村
７
句
（
⑤
同
）・
一
茶
５
句
（
⑤
同
）
を
掲
載
。「
研
究
」
は
⑤

の
一
・
二
・
四
と
同
じ
（
三
は
な
い
）。「
言
葉
の
学
習
」
は
⑤
と
同
文
で
あ
る
。

⑦
『
高
校
生
の
古
典
』（
117
明
治
　
古
典
038
）（
久
保
田
淳
・
丸
山
松
幸
他
編
、
平
22
・
1
・
20
三
版
、
平
19
・
2
・
20
検
定
済
）
前

編
古
文
編
「
八
　
此
木
戸
や
（
俳
諧
・
俳
論
）」
の
「
俳
諧
」

〔
春
４
句
〕
花
よ
り
も
（
貞
徳
）、
山
路
来
て
（
芭
蕉
）、
春
の
海
（
蕪
村
）、
雪
と
け
て
（
一
茶
）

〔
夏
４
句
〕
若
葉
し
て
（
芭
蕉
）、
目
に
は
青
葉
（
素
堂
）、
市
中
は
（
凡
兆
）、
五
月
雨
や
（
蕪
村
）

〔
秋
４
句
〕
こ
の
道
や
（
芭
蕉
）、
朝
顔
に
（
千
代
女
）、
月
天
心
（
蕪
村
）、
有
明
や
（
一
茶
）

〔
冬
４
句
〕
大
晦
日
（
西
鶴
）、
旅
に
病
ん
で
（
芭
蕉
）、
凩
の
（
言
水
）、
斧
入
れ
て
（
蕪
村
）

《
学
習�

》「
1
「
若
葉
し
て
」「
朝
顔
に
」
の
句
を
読
み
、
作
者
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。」

「
2
「
花
よ
り
も
」「
大
晦
日
」
の
句
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。」「
3
「
春
の
海
」

「
五
月
雨
や
」「
こ
の
道
や
」「
凩
の
」
の
句
は
、
季
節
の
情
感
を
ど
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。」「
4

気
に
入
っ
た
句
を
一
つ
挙
げ
、
感
想
を
発
表
し
て
み
よ
う
。」

《
言
葉
の
学
習
》「
1
各
句
の
季
語
と
切
れ
字
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。」

⑤
⑥
は
②
以
降
続
く
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
発
句
の
構
成
に
よ
る
教
材
で
あ
り
、
⑤
や
⑥
の
「
言
葉
の
学
習
」
の
⒜
擬
態
語
や
⒝
漢

語
等
の
使
用
語
句
の
問
題
は
「
俳
言
」
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
⑦
は
近
世
俳
諧
の
貞
徳
～
一
茶
の
各
句

と
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
句
を
四
季
別
に
収
め
る
と
い
う
、
全
く
異
な
っ
た
構
成
を
も
つ
。《
学
習
》《
言
葉
の
学
習
》
は
句
の
「
そ
れ

ぞ
れ
の
お
も
し
ろ
さ
」「
季
節
の
情
感
」「
切
れ
字
」
な
ど
を
主
に
問
う
も
の
だ
が
、
こ
の
⑦
「
俳
諧
」
の
冒
頭
の
解
説
文
「
動
乱
の
中
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世
か
ら
近
世
に
な
っ
て
、
庶
民
も
文
学
を
制
作
し
た
り
、
愛
好
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
近
世
の
人
々
の
中
で
俳
諧
が
根
付
き
、
多

く
の
民
衆
俳
人
を
生
み
出
し
た
。
近
世
の
俳
諧
に
は
、
必
ず
季
節
感
を
表
す
言
葉
で
あ
る
季
語
が
詠
み
込
ま
れ
る
。」
は
、
俳
諧
の
「
俗
」

の
特
質
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
例
２
】
大
修
館
書
店

①
『
高
等
学
校
　
国
語
Ⅱ
』（
50
大
修
館 

国
Ⅱ
537
）（
平
岡
敏
夫
・
北
原
康
雄
・
田
口
和
夫
・
田
部
井
文
雄
編
、
発
行
年
月
な
し
見
本
、

平
6
・
1
・
30
文
部
省
検
定
済
）
古
文
編
「
四
　
俳
諧
・
浮
世
草
子
」
の
「
俳
諧
（
芭
蕉
　
蕪
村
　
一
茶
）」

・
芭
蕉
８
句
（
枯
れ
枝
に
・
海
暮
れ
て
・
山
路
来
て
・
お
も
し
ろ
う
て
・
蛸
壺
や
・
病
雁
の
・
こ
の
道
や
・
旅
に
病
ん
で
）、
蕪
村
５

句
（
鳥
羽
殿
へ
・
五
月
雨
や
・
行
く
春
や
・
月
天
心
・
び
い
ど
ろ
の
）、
一
茶
５
句
（
古
郷
や
・
こ
れ
が
ま
あ
・
雪
と
け
て
・
い
う

ぜ
ん
と
・
露
の
世
は
）

（
学
習
の
手
引
き
）「
１
「
古
典
を
読
む
た
め
に 

６
」（
※
）
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
句
の
季
語
と
そ
の
季
節
、
切
れ
字
を

指
摘
し
て
み
よ
う
。」「
２
芭
蕉
、
蕪
村
、
一
茶
の
句
の
特
色
を
比
較
し
て
み
よ
う
。」

※
「
古
典
を
読
む
た
め
に 

６
　
切
れ
字
と
季
語
」
俳
諧
と
い
う
文
芸
は
、
五
・
七
・
五
の
十
七
音
か
ら
な
る
発
句
に
続
い
て
、
多
く

の
句
が
よ
み
継
が
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
発
句
は
、
そ
の
連
な
る
句
の
最
初
に
あ
っ
て
、
全
体
の
雰
囲
気
を
代
表
す
る
感
じ

が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の
句
と
は
異
な
る
独
立
し
た
趣
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
発
句
で
は
切
れ
字
を
用
い
て
は
っ
き
り

言
い
切
っ
た
形
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
発
句
に
は
ま
た
、
特
定
の
季
節
を
表
す
語
で
あ
る
季
語
を

必
ず
よ
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
約
束
ご
と
が
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
発
句
は
、
そ
れ
自
体
独
立
し
て
よ
ま
れ
る
よ
う
に

も
な
り
、
発
句
の
み
で
鑑
賞
さ
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
。

近
世
俳
諧
の
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
発
句
に
よ
る
教
材
構
成
で
あ
る
点
は
【
例
１
】
明
治
書
院
の
②
～
⑥
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
解

説
は
「
発
句
」
の
意
味
を
連
句
の
ル
ー
ル
か
ら
解
説
し
、
切
れ
字
と
季
語
の
必
要
性
を
説
く
。
連
句
俳
諧
の
概
念
に
基
づ
く
解
説
で
あ

る
が
、
連
句
作
品
例
が
掲
載
さ
れ
な
い
た
め
「
多
く
の
句
が
よ
み
継
が
れ
る
」
イ
メ
ー
ジ
が
捉
え
ら
れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

俳
諧
の
「
俗
」
や
庶
民
性
と
い
っ
た
観
点
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

②
『
高
等
学
校 

国
語
Ⅱ 

改
訂
版
』（
50
大
修
館 

国
Ⅱ
597
）（
平
岡
敏
夫
・
北
原
康
雄
・
田
口
和
夫
・
田
部
井
文
雄
編
、
平
11
・
4
・

1
、
平
10
・
2
・
28
・
文
部
省
検
定
済
）（
古
文
編
）
四 

俳
諧
・
浮
世
草
子 

俳
諧
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
）
※
本
文
、
学
習
の
手
引
き

と
も
に
①
と
同
文
。

③
『
高
等
学
校 
新
国
語
Ⅱ 

改
訂
版
』（
50
大
修
館 

国
Ⅱ
598
）（
平
岡
敏
夫
・
北
原
康
雄
・
田
口
和
夫
・
田
部
井
文
雄
他
26
名
編
、
平

14
・
4
・
1
四
版
、
平
10
・
2
・
28
文
部
省
検
定
済
）（
古
文
編
）
三
　
近
世
の
文
学
「
俳
諧
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
）」

・
芭
蕉
７
句
（
芭
蕉
野
分
し
て
・
あ
け
ぼ
の
や
・
冬
の
日
や
・
閑
か
さ
や
・
梅
が
香
に
・
秋
深
き
・
旅
に
病
ん
で
）・
蕪
村
６
句
（
凧
・

春
雨
や
・
ゆ
く
春
や
・
五
月
雨
や
・
稲
妻
や
・
鳥
羽
殿
へ
）・
一
茶
４
句
（
い
う
ぜ
ん
と
・
蟻
の
道
・
涼
風
や
・
こ
れ
が
ま
あ
）

③
は
①
②
と
異
な
っ
た
選
句
で
あ
る
。「
学
習
の
手
引
き
」（
１
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
季
語
と
そ
の
季
節
、
２
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
情
景
・
心

情
を
も
と
に
、
各
俳
人
の
作
風
を
比
較
）
は
、
①
の
「
学
習
の
手
引
き
」
の
趣
旨
と
共
通
す
る
。

④
『
高
等
学
校
　
古
典
Ⅰ
』（
50
大
修
館
　
古
Ⅰ
557
）（
平
岡
敏
夫
・
北
原
康
雄
・
田
口
和
夫
・
田
部
井
文
雄
他
26
名
編
、
平
14
・
4
・

1
四
版
、
平
10
・
3
・
15
文
部
科
学
省
検
定
済
）（
古
文
編
）
七
俳
諧
・
浮
世
草
子
「
俳
諧
」

・
芭
蕉
８
句
（
枯
れ
枝
に
・
海
暮
れ
て
・
山
路
来
て
・
お
も
し
ろ
う
て
・
蛸
壺
や
・
病
雁
の
・
こ
の
道
や
・
旅
に
病
ん
で
）・
蕪
村
４

句
（
鳥
羽
殿
へ
・
五
月
雨
や
・
月
天
心
・
び
い
ど
ろ
の
）・
一
茶
４
句
（
古
郷
や
・
こ
れ
が
ま
あ
・
い
う
ぜ
ん
と
・
露
の
世
は
）

（
学
習
の
手
引
き
）「
１
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
季
語
と
そ
の
季
節
、
切
れ
字
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
２
芭
蕉
、
蕪
村
、
一
茶
の
句
の
特

色
を
比
較
し
て
み
よ
う
。」

芭
蕉
の
８
句
は
①
と
同
じ
選
句
で
、
蕪
村
と
一
茶
の
句
数
が
①
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
学
習
の
手
引
き
の
趣
旨
は
①
～
③
と
共
通
す
る
。

⑤
『
新
編
　
国
語
総
合
』（
50
大
修
館
　
国
総
011
）（
北
原
保
雄
監
修
（
代
表
著
作
者
）、
発
行
年
月
な
し
見
本
、
平
14
・
2
・
10
文
部

科
学
省
検
定
済
）（
古
文
編
）
４
和
歌
と
俳
諧
の
調
べ
「
俳
諧
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
）」

・
芭
蕉
３
句
（
野
ざ
ら
し
を
・
荒
海
や
・
旅
に
病
ん
で
）・
蕪
村
３
句
（
ゆ
く
春
や
・
月
天
心
・
蕭
条
と
し
て
）・
一
茶
３
句
（
め
で

た
さ
も
・
や
せ
蛙
・
こ
れ
が
ま
あ
）
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※
（
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
）「
１
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
季
語
と
季
節
、
句
切
れ
に
つ
い
て
、
調
べ
て
み
よ
う
。
２
印
象
に
残
っ
た
句
を
選
ん

で
、
そ
の
句
の
情
景
を
、
文
章
や
絵
で
表
現
し
て
み
よ
う
。」

高
校
一
年
「
国
語
総
合
」
科
目
用
の
教
科
書
教
材
で
あ
る
。
作
者
別
に
各
３
句
ず
つ
に
句
数
が
絞
ら
れ
、
作
品
を
鑑
賞
し
て
親
し
み
、

か
つ
表
現
す
る
学
習
活
動
が
示
唆
さ
れ
る
。
手
引
き
の
要
点
は
①
〜
④
と
ほ
ぼ
同
じ
と
み
ら
れ
る
。

⑥
『
精
選
古
典
』（
50 

大
修
館 

古
典
013
）（
北
原
保
雄
監
修
（
代
表
著
作
者
）、
平
19
・
4
・
1
、
平
15
・
3
・
20
文
部
科
学
省
検
定

済
）（
古
文
編
）
Ⅰ 
七
俳
諧
・
浮
世
草
子
「
俳
諧
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
）」

・
芭
蕉
８
句
・
蕪
村
４
句
・
一
茶
４
句
の
選
句
と
本
文
は
④
と
同
じ
。

・「
学
習
の
手
引
き
」
は
④
と
同
文
の
１
と
２
に
加
え
、
⑤
の
２
と
同
文
の
「
３
好
き
な
句
を
選
ん
で
、
そ
の
情
景
を
絵
や
文
章
で
表

現
し
て
み
よ
う
」
の
３
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
。

⑦
『
古
典
１
　
改
訂
版
』（
50
大
修
館 
古
典
033
）（
北
原
保
雄
監
修
（
代
表
著
作
者
）
平
23
・
4
・
1
、
平
19
・
2
・
20
文
科
省
検
定

済
）
古
文
編
「
九
　
俳
諧
・
浮
世
草
子
」
の
「
俳
諧
（
芭
蕉
　
蕪
村
　
一
茶
）」「
連
句
に
つ
い
て
」「
市
中
の
巻
」

・「
俳
諧
」（
芭
蕉
８
句
・
蕪
村
４
句
・
一
茶
４
句
と
学
習
の
手
引
き
は
⑥
と
全
て
同
文
）、
解
説
文
「
連
句
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、「
市

中
の
巻
」（『
猿
蓑
』
よ
り
初
表
６
句
と
前
掲
の
学
習
の
手
引
き
）
か
ら
成
る
。

発
句
と
連
句
の
作
品
を
共
に
採
用
し
、「
俳
諧
」（
発
句
）
の
解
釈
で
は
従
来
通
り
季
語
・
句
切
れ
・
句
意
の
考
察
を
行
う
。「
連
句
」
で

は
前
句
と
付
句
の
「
付
け
」
に
注
意
し
た
鑑
賞
方
法
を
示
唆
し
、
秋
の
三
つ
物
（
発
句
・
脇
・
第
三
）
の
創
作
も
試
み
さ
せ
る
。
こ
の

「
俳
諧
」
教
材
に
向
井
去
来
『
去
来
抄
』「
此
木
戸
や
」
と
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』「
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
」
を

組
み
合
わ
せ
、「
九
」
全
体
で
「
俳
諧
と
浮
世
草
子
」
を
学
習
す
る
単
元
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
『
古
典
Ｂ
　
改
訂
版
　
古
文
編
』（
50
大
修
館 

古
Ｂ
339
）（
北
原
保
雄
監
修
、
発
行
年
月
な
し
見
本
、
平
29
・
2
・
28
文
部
科
学
省

検
定
済
）
第
Ⅰ
部
８
和
歌
・
歌
謡
・
俳
諧
「
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
」「
市
中
の
巻
」

⑨
『
精
選
古
典
Ｂ
　
改
訂
版
』（
50
大
修
館 

古
Ｂ
341
）（
北
原
保
雄
監
修
、
発
行
年
月
な
し
見
本
、
平
29
・
2
・
28
文
部
科
学
省
検
定

済
）
古
文
編
Ⅰ 

８
和
歌
・
歌
謡
・
俳
諧
「
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
」
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

⑩
『
新
編 

古
典
Ｂ 

改
訂
版
』（
50
大
修
館 

古
Ｂ
342
）（
発
行
年
月
な
し
見
本
、
平
29
・
2
・
28
文
部
科
学
省
検
定
済
）
古
文
編
Ⅱ
　
６

自
然
と
人
生
―
俳
諧
「
俳
諧
へ
の
招
待
」「
発
句
で
た
ど
る
『
奥
の
細
道
』」　

平
成
29
年
度
分
の
⑧
～
⑩
は
前
掲
⑦
『
古
典
１ 

改
訂
版
』
の
内
容
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
学
習
指
導
要
領
の
指
導
課
程
の
「
古
典
Ｂ
」

に
対
応
さ
せ
た
教
科
書
と
み
ら
れ
る
。
⑧
と
⑨
の
俳
諧
（
発
句
）
掲
載
の
芭
蕉
８
句
・
蕪
村
４
句
・
一
茶
４
句
、
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は

⑥
⑦
と
同
文
で
あ
る
。
⑩
は
『
奥
の
細
道
』
の
発
句
９
句
（
行
く
春
や
・
か
さ
ね
と
は
・
世
の
人
の
・
松
島
や
・
夏
草
や
・
五
月
雨
の
・

象
潟
や
・
一
家
に
・
蛤
の
）
の
み
を
扱
う
新
し
い
構
成
の
教
材
で
あ
る
。

⑧
は
⑦
と
同
様
に
発
句
と
連
句
を
両
方
扱
う
た
め
、
解
説
「
連
句
に
つ
い
て
」
を
も
つ
。
た
だ
し
、
⑧
の
「
連
句
の
歴
史
」
は
⑦
と

同
じ
記
述
だ
が
、
⑦
に
あ
っ
た
約
３
ペ
ー
ジ
分
の
解
説
「
連
句
の
特
性
」「
連
句
の
規
則
」
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
省
略
さ
れ
１
ペ
ー
ジ

分
と
な
っ
て
い
る
。

※
例
⑦�

「
ま
た
、
発
想
の
異
な
る
複
数
の
人
間
が
、
共
通
の
場
（
座
）
で
鑑
賞
と
創
作
に
従
事
す
る
の
で
、
人
々
が
談
笑
す
る
か
の
よ

う
な
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
応
じ
た
即
興
性
が
特
に
重
視
さ
れ
た
。」

　
　
　
→
⑧
ま
た
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
応
じ
た
即
興
性
が
重
視
さ
れ
た
。（「
連
句
の
特
性
」）

　
　
⑦
西
鶴
「
大
句
数
」
四
句
の
例
→
⑧
（
該
当
箇
所
な
し
）

な
お
⑧
⑨
は
と
も
に
、
第
Ⅰ
部
に
韻
文
作
品
、
第
Ⅱ
部
に
散
文
作
品
と
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
単
元
を
分
け
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
⑦
の
「
俳
諧
と
浮
世
草
子
」
の
「
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
」
は
、
⑧
⑨
で
は
そ
れ
ぞ
れ
第
Ⅱ
部
の
近
世
の
散
文
作
品
の
枠

と
な
り
、
韻
文
の
「
俳
諧
」
と
は
切
り
離
し
た
位
置
に
構
成
さ
れ
る
。

　
⑧
第
Ⅱ
部
　
９
物
語
㈢
　
古
事
記
（
海
幸
山
幸
）　
西
鶴
諸
国
ば
な
し
（
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
）　
雨
月
物
語
（
浅
茅
が
宿
）

　
⑨
第
Ⅱ
部
　
７
近
世
の
小
説
・
浄
瑠
璃
　
西
鶴
諸
国
ば
な
し
（
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
）　
雨
月
物
語
（
夢
応
の
鯉
魚
）　

　
　
　
　
　
　
　
曽
根
崎
心
中
（
道
行
）

こ
の
よ
う
な
改
訂
に
よ
っ
て
、
読
み
手
が
教
材
構
成
か
ら
受
け
る
作
品
の
印
象
が
質
的
に
変
化
し
、
⑦
に
あ
っ
た
「
俳
諧
と
浮
世
草
子
」

の
単
元
の
概
念
そ
の
も
の
も
⑧
⑨
で
は
薄
ま
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。



32

【
例
３
】
第
一
学
習
社

①
『
高
等
学
校
　
国
語
一
』（
183
第
一 

国
Ⅰ
526
）（
稲
賀
敬
二
・
市
川
孝
・
竹
盛
天
雄
他
26
名
編
、
平
7
・
2
・
10
、
平
5
・
2
・
28

文
部
省
検
定
済
）
古
文
編 

和
歌
と
俳
句
「
花
鳥
風
月
」（
各
２
首
２
句
ず
つ
）

・
花
＝
君
な
ら
で
（
紀
友
則
）・
梅
一
輪
（
嵐
雪
）、
見
る
人
も
（
伊
勢
）・
人
恋
し
（
白
雄
）、

・
鳥
＝
昔
思
ふ
（
俊
成
）・
ほ
と
ど
き
す
（
蕪
村
）、
ぬ
ば
た
ま
の
（
赤
人
）・
月
や
霰
（
秋
成
）

・
風
＝
吹
く
風
の
（
実
朝
）、
涼
風
の
（
一
茶
）、
采
女
の
袖
（
志
貴
皇
子
）、
ひ
う
ひ
う
と
（
鬼
貫
）　

・
月
＝
何
事
も
（
西
行
）・
蛸
壺
や
（
芭
蕉
）、
志
賀
の
浦
や
（
家
隆
）・
冬
木
立
（
几
董
）

和
歌
と
俳
諧
を
組
み
合
わ
せ
た
教
材
で
あ
る
。「
学
習
」
に
は
「
１
そ
れ
ぞ
れ
の
句
切
れ
や
リ
ズ
ム
に
注
意
し
た
朗
読
」
に
続
き
、
関
連

し
て
「
３
古
歌
や
漢
詩
を
ふ
ま
え
た
和
歌
と
俳
句
」
の
効
果
の
考
察
、
好
き
な
作
品
を
選
ん
で
の
感
想
文
作
成
、
好
き
な
テ
ー
マ
に
よ

る
短
歌
・
俳
句
の
創
作
な
ど
、
発
展
的
な
学
習
の
あ
り
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、「
花
」「
鳥
」
は
梅
・
桜
・
ほ
と

と
ぎ
す
・
千
鳥
の
歌
一
首
と
句
一
句
が
並
ぶ
配
置
で
、「
２
同
じ
題
材
を
扱
っ
た
和
歌
と
俳
句
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
情
景
や
心
情
」
を
考

え
る
学
習
は
、「
和
歌
」
と
「
俳
諧
」
の
違
い
を
考
え
る
の
に
有
効
な
課
題
に
な
り
う
る
と
み
ら
れ
る
。

②
『
高
等
学
校
　
標
準
古
典
』（
183
第
一 

古
典
023
）（
稲
賀
敬
二
・
森
野
繁
夫
他
編
、
平
19
・
2
・
10
、
平
15
・
3
・
20
検
定
済
）
第

Ⅱ
章 

俳
諧
「
春
夏
秋
冬
」、
コ
ラ
ム
「
俳
諧
と
発
句
」

・〔
貞
門
・
談
林
４
句
〕
＝
雪
月
花
（
貞
徳
）・
年
の
内
へ
（
季
吟
）・
海
は
少
し
（
宗
因
）・
浮
き
世
の
月
（
西
鶴
）、〔
蕉
門
６
句
〕

＝
奈
良
七
重
（
芭
蕉
）・
応
々
と
（
去
来
）・
梅
一
輪
（
嵐
雪
）・
卯
の
花
に
（
許
六
）・
大
原
や
（
丈
草
）・
上
行
く
と
（
凡
兆
）、

〔
芭
蕉
以
降
６
句
〕
＝
夕
顔
や
（
千
代
女
）・
初
恋
や
（
炭
太
祇
）・
愁
ひ
つ
つ
（
蕪
村
）・
月
や
霰
（
秋
成
）・
青
海
苔
や
（
几
董
）・

仰
の
け
に
（
一
茶
）

・
学
習
「
⃞一
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
情
景
や
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
そ
の
情
景
や
心
情
を
味
わ
っ

て
み
よ
う
。」「
⃞二
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
季
語
を
抜
き
出
し
て
、
季
語
の
役
割
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。」「
⃞三
⃞二
で
抜
き
出
し
た

季
語
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
、
俳
句
を
作
っ
て
み
よ
う
。」「
⃞四
十
六
人
の
俳
人
の
活
動
時
期
を
調
べ
て
み
よ
う
。
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

近
世
俳
諧
の
貞
門
・
談
林
か
ら
蕉
風
以
降
の
発
句
を
、
俳
人
一
人
に
つ
き
一
句
ず
つ
集
め
た
構
成
に
、
前
掲
の
「
俳
諧
と
発
句
」
解
説

を
加
え
て
い
る
。「
学
習
」
で
は
句
意
、
情
景
や
心
情
、
季
語
の
役
割
、
俳
人
の
文
学
史
的
な
把
握
か
ら
、
季
語
を
用
い
た
「
俳
句
」
実

作
ま
で
を
学
習
活
動
と
し
て
示
唆
し
て
い
る
。

③
『
高
等
学
校
　
古
典
古
文
編
』（
183
　
第
一 

古
典 

021
）（
稲
賀
敬
二 

森
野
繁
夫
他
編
、
平
19
・
2
・
10
、
平
15
・
3
・
20
検
定
済
）

第
Ⅰ
章
　
和
歌
・
俳
諧
「
春
夏
秋
冬
」
に
掲
載
の
発
句
16
句
と
「
学
習
」
の
手
引
き
は
②
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
「
和
歌
・
俳
諧
」

の
韻
文
作
品
が
単
元
に
ま
と
め
ら
れ
、「
俳
諧
と
発
句
」
の
独
立
し
た
コ
ラ
ム
は
③
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　

こ
れ
ら
の
古
文
教
材
の
【
１
】【
２
】【
３
】
の
例
を
俯
瞰
す
る
と
、「
近
世
俳
諧
」
の
教
材
構
成
に
は
、
概
ね

Ａ
　
蕉
風
以
降
の
俳
諧
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
句
を
中
心
と
し
て
）

Ｂ
　
近
世
初
期
か
ら
後
期
に
至
る
俳
諧
（
松
永
貞
徳
～
小
林
一
茶
）

Ｃ
　
蕉
風
の
連
句
俳
諧
（『
猿
蓑
』
等
）

の
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｃ
の
連
句
俳
諧
は
、
平
成
初
年
度
以
降
の
古
文
教
科
書
で
教
材
化
が
進
ん
だ
、
前
述
の
と
お
り
比
較
的
新

し
い
傾
向
の
教
材
で
あ
り
、
扱
う
教
科
書
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
そ
の
Ｃ
に
お
い
て
も
、
俳
諧
文
芸
史
の
定
義
よ
り
も
、
国
語
表

現
的
ワ
ー
ク
を
視
野
に
入
れ
た
「
連
句
文
芸
」
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ａ
の
蕉
風
以
降
の
代
表

的
三
俳
人
の
発
句
教
材
は
『
国
語
総
合
』
を
含
む
古
文
教
材
で
最
も
多
く
み
ら
れ
る
構
成
で
、
蕉
風
以
降
の
俳
諧
の
定
義
に
基
づ
く
「
風

雅
」
の
発
句
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
中
学
国
語
の
例
の
よ
う
に
近
代
俳
句
と
並
ぶ
五
七
五
の
俳
句
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
し
て
読
解
上
、
蕉
風
前
後
の
「
近
世
俳
諧
」
の
文
学
史
的
理
解
を
最
も
要
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
Ｂ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
そ
の
他
の
古
文
教
科
書
の
教
材
例
を
照
ら
し
て
み
る
。

【
例
４
】
Ａ
…
右
文
書
院
『
新
国
語
Ⅱ
』（
142
　
右
文
　
国
Ⅱ
602
）（
助
川
徳
是
・
高
橋
和
夫
・
田
島
毓
堂
・
中
村
幸
弘
編
、
平
11
・
4
・

1
、
平
10
・
2
・
28
文
部
省
検
定
済
）
古
文
編
「
４
和
歌
・
歌
謡
・
俳
諧
」
の
「
俳
諧
〔
発
句
〕」（
10
句
）
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・
鰹
売
り
（
芭
蕉
）・
越
後
屋
に
（
其
角
）・
梅
一
輪
（
嵐
雪
）・
こ
が
ら
し
の
（
去
来
）・
朝
顔
に
（
千
代
女
）・
盗
人
に
（
炭
太
祇
）・

春
の
海
（
蕪
村
）・
う
ぐ
ひ
す
や
（
暁
台
）・
絵
草
紙
に
（
几
董
）・
し
づ
か
さ
や
（
一
茶
）

・（
学
習
の
手
引
き
）「
１
　
次
の
各
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
せ
よ
。
⑴
「
梅
一
輪
…
」
の
句
の
、「
一
り
ん
ほ
ど
の
」
を
「
一

り
ん
づ
つ
の
」
と
す
る
の
は
誤
り
と
さ
れ
る
が
、「
ほ
ど

0

0

」
と
「
づ
つ

0

0

」
と
で
は
ど
う
違
う
か
。
⑵
「
こ
が
ら
し
の
…
」
の
句
の
初

案
は
、「
地
ま
で
落
と
さ
ぬ
」
と
あ
っ
た
の
を
、
芭
蕉
の
教
示
で
直
し
た
と
『
去
来
抄
』
に
あ
る
。「
地
に
も

0

0

」
と
「
地
ま
で

0

0

」
と

で
は
ど
う
違
う
か
。

近
世
俳
諧
の
う
ち
、
蕉
風
以
降
の
江
戸
後
期
ま
で
の
俳
人
の
発
句
を
一
句
ず
つ
集
め
た
構
成
で
あ
り
、
初
期
俳
諧
を
含
ま
な
い
点
で
Ａ

の
傾
向
と
み
ら
れ
る
。（
学
習
の
手
引
き
）
は
、
句
を
構
成
す
る
語
句
の
微
妙
な
違
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
意
図
を
考
え
さ
せ
る
も

の
で
、
基
本
的
な
俳
句
の
鑑
賞
力
が
要
求
さ
れ
る
設
問
と
な
っ
て
い
る
。

【
例
５
】
Ａ
＋
Ｃ
…
桐
原
書
店
『
高
等
学
校
　
古
典
〔
古
文
編
〕』（
212
桐
原 

古
典
024
）（
中
野
幸
一
他
編
、
平
19
・
2
・
25
、
平
15
・

3
・
20
検
定
済
）
Ⅰ
部
「
５
和
歌
と
俳
諧
」
の
「
俳
諧
　
発
句
　
連
句
」

・「
発
句
」
芭
蕉
５
句
（
鶯
や
・
蛸
壺
や
・
病
雁
の
・
初
し
ぐ
れ
・
海
暮
れ
て
）、
蕪
村
６
句
（
し
ら
梅
に
・
夏
河
を
・
御
手
討
の
・

方
百
里
・
愁
ひ
つ
つ
・
鳥
羽
殿
へ
）、
一
茶
５
句
（
目
出
度
さ
も
・
わ
ん
ぱ
く
や
・
是
が
ま
あ
・
づ
ぶ
濡
れ
の
）

・「
連
句
」「
夏
の
月
の
巻
」（『
猿
蓑
』「
市
中
は
…
」
初
表
６
句
、
名
残
裏
６
句

�〔
学
習
の
手
引
き
〕（
発
句
）「
読
解
１
　
す
べ
て
の
句
に
つ
い
て
、
季
語
・
句
切
れ
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
／
２
　
芭
蕉
・
蕪
村
・
一

茶
の
句
を
比
較
し
て
、
個
性
の
違
い
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。」「
発
展
３
　
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
句
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
一

番
好
き
な
句
を
選
び
出
し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
っ
と
好
き
な
句
が
な
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
集
を
探
し
て
み
よ
う
。」

�（
連
句
）「
読
解
１
　
連
句
は
前
の
句
に
付
け
て
、
そ
の
も
う
一
つ
前
の
句
か
ら
離
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
つ
い

て
、
付
き
方
・
離
れ
方
を
検
討
し
て
み
よ
う
。」

近
世
俳
諧
の
う
ち
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
「
発
句
」
と
、
蕉
風
『
猿
蓑
』
の
連
句
を
掲
載
し
、
発
句
で
は
句
形
や
季
語
・
句
切
れ
、
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

連
句
で
は
付
け
の
具
合
の
吟
味
を
学
習
の
手
引
き
に
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
俳
諧
　
発
句
　
連
句
」
は
「
和
歌
と
俳
諧
」
の
単
元
の
中
の
、
古
今
集
～
続
後
撰
集
の
和
歌
19
首
に
続
く
「
俳
諧
」

16
＋
12
句
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
和
歌
」
と
「
俳
諧
」
の
違
い
の
比
較
も
指
導
で
工
夫
で
き
る
と
み
ら
れ
る
。

【
例
６
】
Ｂ
…
三
省
堂
①
『
高
等
学
校
　
古
典
Ⅰ
　
古
文
編
』（
15
三
省
堂 

古
Ⅰ
555
）（
柴
田
武
他
、
平
11
・
3
・
30
、
平
10
・
3
・
15

文
部
省
検
定
済
）「
八
　
俳
文
・
俳
句
」
の
「
近
世
俳
句
」、
②
『
高
等
学
校
　
古
典
　
古
文
編
』（
15
三
省
堂
　
古
典
005
）（
平
19
・
3
・

30
第
四
版
、
平
15
・
3
・
20
検
定
済
）（
15
句
）
※
①
②
と
も
教
材
本
文
は
同
じ
。

霞
さ
へ
（
貞
徳
）・
世
の
中
や
（
宗
因
）・
行
水
も
（
来
山
）・
凩
の
（
言
水
）・
海
く
れ
て
（
芭
蕉
）・
古
池
や
（
芭
蕉
）・
梅
が
香

に
（
芭
蕉
）・
越
後
屋
に
（
其
角
）・
う
め
一
輪
（
嵐
雪
）・
応
々
と
（
去
来
）・
凧
（
蕪
村
）・
牡
丹
散
り
て
（
蕪
村
）・
五
月
雨
や

（
蕪
村
）・
痩
蛙
（
一
茶
）・
名
月
を
（
一
茶
）

（
課
題
）
①
「
一
　
各
句
の
季
語
を
指
摘
し
て
、
季
節
の
持
つ
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。」「
二
　
自
分
の
好
き
な
句
を
選
ん

で
、
ど
の
よ
う
な
情
景
や
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。」「
三
　
季
語
や
表
現
の
特
色
に
留
意
し
て
、
俳
句
を

作
っ
て
み
よ
う
。」
※
②
の
「
学
習
の
手
引
き
」
に
は
①
の
「
一
」「
二
」
の
み
あ
る
。

貞
門
・
談
林
か
ら
蕉
風
以
降
の
各
俳
人
各
１
句
ず
つ
を
集
め
た
教
材
で
あ
る
。
近
世
俳
諧
の
初
期
か
ら
後
期
ま
で
、
芭
蕉
・
蕪
村
・
一

茶
の
複
数
の
句
数
に
比
重
を
置
い
て
い
る
点
で
は
、
Ａ
の
傾
向
も
窺
え
る
。
①
の
「（
課
題
）」
で
は
季
語
や
句
意
の
考
察
、
最
後
に
俳

句
の
実
作
を
促
す
問
い
か
け
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　

三
　「
俳
諧
」
教
材
の
意
義
と
ジ
ャ
ン
ル
意
識
の
変
遷
―
今
後
の
課
題

平
成
以
降
の
国
語
教
科
書
の
近
世
俳
諧
の
教
材
採
用
例
を
み
る
に
、
有
名
な
句
は
「
定
番
」
的
に
各
社
教
科
書
で
頻
繁
に
採
用
さ
れ

る
。
教
材
の
性
質
を
前
述
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
考
え
た
場
合
、
全
般
的
に
は
Ａ
に
見
る
よ
う
に
、
蕉
風
以
降
の
俳
人
や
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
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茶
か
ら
近
代
俳
句
へ
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
、
五
七
五
の
季
語
や
景
物
と
句
構
成
を
味
わ
う
も
の
、
す
な
わ
ち
「
俗
語
を
正
」
し
た
後

の
「
風
雅
」
の
俳
言
に
よ
る
「
俳
句
」
の
教
材
が
主
流
で
あ
る
、
と
い
う
実
情
が
窺
え
る
。
今
日
の
中
等
教
育
の
国
語
科
指
導
に
お
い

て
は
何
よ
り
も
、
現
代
文
と
古
文
で
と
も
に
基
本
と
な
る
「
俳
句
」
の
文
学
様
式
の
理
解
が
第
一
に
目
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

だ
が
一
方
で
、
Ｂ
の
よ
う
に
近
世
初
期
の
発
句
か
ら
果
敢
に
採
り
上
げ
る
教
材
の
句
の
解
釈
で
は
特
に
、
季
語
や
情
景
を
考
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
発
句
の
も
つ
本
来
の
「
俳
諧
」
の
発
想
、「
非
和
歌
的
な
も
の
」「
滑
稽
」「
漢
語
的
」「
機
智
的
」
等
の
表
現
を
感
知
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
俳
諧
の
作
者
の
狙
っ
た
「
俳
言
」
の
観
点
が
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。
前
掲
【
例
１
】

①
②
の
学
習
の
手
引
き
に
み
る
よ
う
な
「
近
世
の
庶
民
生
活
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
句
」「
擬
態
語
を
用
い
た
句
」「
漢
語
を
用
い
た
句
」

の
意
味
を
「
俳
言
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
指
導
者
が
理
解
し
、
発
問
も
工
夫
で
き
る
と
考
え
る
（
（
（

。

教
科
書
の
「「
俳
諧
」
と
し
て
の
発
句
」
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
「
参
照
と
す
る
情
報
」
と
し
て
見
る
程
度
で
は
、「
俳
諧
」

の
意
味
は
学
習
者
に
感
覚
と
し
て
伝
わ
ら
ず
、
生
徒
の
思
考
が
深
ま
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
中
学
や
高
校
の
国
語
科

授
業
の
限
ら
れ
た
時
間
数
の
中
で
「
近
世
俳
諧
」
の
文
学
史
的
解
説
の
手
間
を
か
け
る
こ
と
は
難
し
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
本
来
、
中
世

以
前
の
文
学
史
を
前
提
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
指
導
に
も
共
通
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
の
よ
う
な
教
材
の

場
合
、【
例
３
】
②
③
「
春
夏
秋
冬
」
の
句
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
俳
言
」
が
指
摘
で
き
る
。

（
例
）
雪
月
花
一
度
に
見
す
る
卯
木
か
な
　
　
松
永
貞
徳
　
　
※
漢
語
「
雪
月
花
」　
卯
月
の
掛
詞

　
　  

仰
の
け
に
落
ち
て
鳴
き
け
り
秋
の
蝉
　
小
林
一
茶
　
　
※
「
仰
の
け
」
擬
人
法
的
な
視
点

先
の
単
元
で
学
ぶ
『
古
今
和
歌
集
』
の
春
部
や
秋
部
の
歌
の
「
卯
の
花
」
や
「
秋
」
の
詠
み
方
と
ど
う
共
通
し
、
ど
う
違
う
か
、
と
い
っ

た
発
問
で
も
よ
く
、
洒
落
や
機
智
的
な
面
白
さ
に
つ
い
て
の
一
言
の
示
唆
で
も
よ
い
。「
和
歌
」
の
「
雅
」
と
異
な
る
、
庶
民
的
な
「
俗
」

が
「
俳
」
と
な
る
こ
と
へ
の
着
目
は
、
句
の
解
釈
の
際
に
、
学
習
者
の
思
考
を
促
す
も
う
一
つ
の
問
い
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
俳
諧
を
理
解
す
る
た
め
の
最
も
本
質
的
な
事
柄
が
教
科
書
教
材
で
捨
象
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
文
学
史
的
事
項
の
（
関

連
が
見
え
ず
ば
ら
ば
ら
な
）
厖
大
な
情
報
の
中
で
、
基
本
的
な
「
和
歌
と
は
何
か
」「
俳
諧
と
は
何
か
」
を
考
え
る
問
題
が
埋
没
し
、

却
っ
て
把
握
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

「
近
世
俳
諧
」
教
材
の
例
は
決
し
て
新
し
く
は
な
く
、
近
代
以
降
の
中
等
学
校
以
上
の
国
語
教
科
書
に
比
較
的
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
の
芳
賀
矢
一
・
立
花
銑
三
郎
編
、
上
田
萬
年
閲
『
国
文
学
読
本
』（
冨
山
房
、
明
23
・
４
）
の
例
で
は
、
各

作
者
別
に
作
品
本
文
が
配
置
さ
れ
、「
芭
蕉
」（
二
二
六
頁
～
）
に
「
俳
句
廿
四
首
　
附
録
」
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉
の
文
学
史
的
解
説
と

発
句
24
句
を
掲
載
し
、
後
半
の
「
附
録
」
に
そ
の
他
、
荒
木
田
守
武
以
下
の
俳
諧
連
歌
及
び
俳
諧
の
発
句
13
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
の
Ｂ
に
相
当
す
る
性
質
の
教
材
で
あ
る
（
（
（

。

そ
の
巻
頭
「
例
言
」
の
「
六
」
に
「
教
授
若
く
は
自
修
の
際
、
多
少
の
参
考
補
助
た
ら
ん
事
を
希
ひ
た
れ
ば
」
と
あ
る
通
り
、
中
等

教
育
以
上
の
教
科
書
及
び
読
本
と
も
見
ら
れ
る
書
だ
が
、「
例
言
」
に
は
、「
俳
句
」
や
「
韻
文
」
に
関
す
る
以
下
の
文
章
が
あ
る
（
（1
（

。（
傍

線
は
引
用
者
に
よ
る
）

・
三
。
此
書
散
文
の
み
な
ら
ず
并
せ
て
韻
文
を
も
収
め
た
る
は
、
両
者
は
と
も
に
相
待
ち
て
始
め
て
一
国
の
文
学
を
な
す
も
の
な
れ

ば
な
り
。

・
四
。
戯
曲
、
小
説
、
俳
句
、
狂
歌
の
如
き
は
従
来
我
文
学
上
殊
に
賤
め
来
り
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
是
亦
一
種
の
光
彩
を
文
園
に

放
つ
も
の
な
る
を
以
て
、
此
書
に
は
其
模
範
と
し
て
最
も
高
雅
な
る
も
の
若
干
篇
を
選
出
し
た
り
。

・
八
。
此
書
古
代
に
略
に
し
て
近
代
に
詳
な
る
は
、
普
通
文
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
彼
に
在
ら
ず
し
て
此
に
在
れ
ば
な
り
。
徒
に
高

尚
な
る
古
文
を
今
日
に
通
用
せ
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
は
編
者
が
志
に
あ
ら
ず
。�

　（『
国
文
学
読
本
』「
例
言
」）

筆
者
の
「
散
文
の
み
な
ら
ず
并
せ
て
韻
文
を
も
収
め
た
る
」
と
い
う
表
現
に
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の
雅
文
芸
的
な
詩
歌
の
尊
重

す
る
伝
統
的
価
値
観
と
、
近
代
的
国
語
教
育
観
と
が
交
錯
す
る
意
識
も
窺
わ
れ
る
。
明
治
期
当
時
の
、
言
文
一
致
体
の
進
む
過
程
の
時

期
の
国
語
教
科
書
と
し
て
、「
普
通
文
の
模
範
」
た
る
作
品
を
選
出
す
る
と
い
う
教
材
の
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
同
時

に
、
明
治
二
十
年
代
の
編
者
の
観
点
で
は
、
本
来
俗
文
芸
的
な
「
戯
曲
、
小
説
、
俳
句
、
狂
歌
の
如
き
」
も
の
と
は
「
従
来
我
文
学
上

殊
に
賤
め
来
れ
た
る
」
も
の
で
、
伝
統
的
な
和
歌
や
詩
文
の
「
雅
文
芸
」
の
古
典
観
の
意
識
に
基
づ
く
位
置
付
け
に
あ
る
と
い
え
る
。

「
俳
句
」
の
「
俳
」
が
本
来
の
「
雅
」
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
も
、
そ
の
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
背
景
と
比
べ
て
、
二
十
一
世
紀
の
今
日
の
国
語
教
科
書
の
、
例
え
ば
前
述
の
【
例
２
】
⑧
⑨
の
よ
う
に
散
文
と
韻
文
を
分
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け
る
単
元
構
成
で
は
、
西
鶴
や
近
松
の
「
俗
」
文
体
の
作
品
と
秋
成
の
読
本
の
作
品
と
が
散
文
の
枠
の
中
で
括
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

分
け
方
に
よ
っ
て
、「
俳
諧
と
浮
世
草
子
」
の
単
元
の
基
に
あ
っ
た
は
ず
の
概
念
―
「「
俳
言
」
に
よ
る
文
学
」
と
い
う
古
典
的
常
識

の
意
味
合
い
は
失
わ
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
り
、
芭
蕉
の
俳
諧
が
そ
の
後
辿
っ
た
あ
る
種
の
「
古
典
化
」
と
相
俟
っ
て
、
近
代
以
前
の
古

典
文
学
観
か
ら
の
一
層
の
隔
た
り
も
感
じ
ら
れ
る
。

十
九
世
紀
的
な
教
科
書
の
教
育
観
を
や
み
く
も
に
復
古
さ
せ
る
必
要
は
な
い
が
、
問
題
は
、
近
代
や
近
世
以
前
の
時
代
か
ら
続
く

「
雅
」「
俗
」
の
意
識
や
日
本
古
典
文
学
の
基
本
的
理
解
が
、
今
日
の
国
語
教
育
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
に
関
わ
る
。「
俳
句
」
観
の
変

化
や
文
学
史
観
の
推
移
と
照
ら
し
て
、「
俳
諧
」
の
言
葉
が
ど
こ
か
ら
来
て
何
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
は
、
古
典
文

化
の
理
解
や
古
典
学
習
の
指
導
目
標
の
設
定
に
も
寄
与
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
引
き
続
き
、
文
学
史
観
の
反
映
さ
れ
る
古
文
教
材
例

と
し
て
、
近
世
文
学
作
品
教
材
の
意
義
を
追
考
し
た
い
。

注

（
1
）	

拙
稿
「
国
語
教
材
「
白
河
の
関
」
か
ら
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
へ
―
作
品
研
究
史
と
古
典
指
導
の
「
間
」
の
課
題
―
」（『
香
椎
潟
』
55
、
平
21
・
12
）

（
2
）	

拙
稿
「
国
語
教
材
と
し
て
の
「
丹
波
与
作
」
―
近
代
以
降
の
近
松
作
品
テ
キ
ス
ト
の
影
響
と
教
材
観
―
」（『
文
藝
と
思
想
』
82
、
平
30
・
２
） 

（
3
）	

堀
切
実
他
編
『『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
古
典
教
育
』（
早
稲
田
教
育
叢
書
６
、
学
文
社
、
平
10
・
10
）、
堀
切
実
・
藤
原
マ
リ
子
「
第
一
章
　
Ⅰ
国
語
教
科

書
に
お
け
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』」「
同
Ⅱ
　『
お
く
の
ほ
そ
道
』
教
育
史
―
そ
の
指
導
法
の
変
遷
―
」

（
4
）	

入
江
昌
明
「
平
成
以
降
の
中
学
国
語
教
科
書
に
お
け
る
俳
句
教
材
に
つ
い
て
（
１
）」「
同
（
２
）」（
神
戸
女
子
短
期
大
学
『
論
攷
』
51
、
平
18
・
３
）。

中
学
校
用
教
材
で
は
、
東
京
書
籍
の
平
成
十
八
年
度
版
『
新
編
　
新
し
い
国
語
２
』
に
中
学
二
年
生
向
け
の
「
創
作
講
座
・
句
を
付
け
て
遊
ぼ
う
」
が

あ
り
、
前
句
付
・
一
茶
句
へ
の
脇
の
付
句
・
芭
蕉
句
に
付
け
る
連
句
遊
び
と
い
っ
た
内
容
も
構
成
さ
れ
て
い
た
。
　

（
5
）	

光
村
『
国
語
３
』
平
成
十
九
年
版
で
は
、
同
教
材
の
「
俳
句
の
可
能
性
」
に
飯
田
龍
太
・
野
澤
節
子
・
大
峯
あ
き
ら
・
尾
崎
放
哉
・
津
沢
マ
サ
子
の
句
の

箇
所
を
採
録
し
て
い
る
。
ま
た
「
資
料
・
学
習
を
広
げ
る
」
に
「
俳
句
十
六
句
」
と
し
て
「
近
世
の
俳
句
」
４
句
（
嵐
雪
・
蕪
村
・
一
茶
・
言
水
）
と

「
近
代
以
降
の
俳
句
」
12
句
（
碧
梧
桐
・
窓
秋
・
兜
太
・
子
規
・
山
頭
火
・
桂
信
子
・
秋
櫻
子
・
蛇
笏
・
佐
弓
・
虚
子
・
汀
女
・
楸
邨
）
を
掲
載
す
る
。
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

（
6
）	

注
（
４
）
の
調
査
報
告
の
指
摘
で
は
、
学
校
図
書
『
中
学
校 

国
語
３
』（
平
成
九
年
度
版
）「
２ 

環
境
と
人
間
―
俳
句
を
味
わ
う
」
も
蕪
村
・
一
茶
の

発
句
と
子
規
・
汀
女
・
放
哉
の
句
が
並
ぶ
。

（
7
）	
平
成
期
の
発
句
教
材
例
と
し
て
、【
例
１
】
～
【
例
６
】
の
本
文
掲
載
の
近
世
俳
諧
の
発
句
を
、
時
代
順
の
作
者
ご
と
に
以
下
に
掲
げ
る
。（
表
記
は
教

科
書
本
文
例
に
従
う
。
算
用
数
字
は
、
本
論
で
扱
っ
た
教
科
書
群
に
お
け
る
概
ね
の
例
数
）

	

（
松
永
貞
徳
）
霞
さ
へ
ま
だ
ら
に
立
つ
や
と
ら
の
年

	

　
　
　
　
　 
雪
月
花
一
度
に
見
す
る
卯
木
か
な 

２

	

　
　
　
　
　 
花
よ
り
も
団
子
や
あ
り
て
帰
る
雁

	

（
北
村
季
吟
）
年
の
内
へ
ふ
み
こ
む
春
の
日
足
か
な 

２

	

（
西
山
宗
因
）
海
は
少
し
遠
き
も
花
の
木
の
間
か
な 

２

	

　
　
　
　
　 

世
の
中
や
蝶
々
と
ま
れ
か
く
も
あ
れ

	

（
小
西
来
山
）
行
水
も
日
ま
ぜ
に
な
り
ぬ
虫
の
こ
ゑ

	

（
池
西
言
水
）
凩
の
果
て
は
あ
り
け
り
海
の
音 

２

	

（
井
原
西
鶴
）
浮
き
世
の
月
見
過
ぐ
し
に
け
り
末
二
年 

２

	

　
　
　
　
　 

大
晦
日
定
め
な
き
世
の
定
め
か
な

	

（
松
尾
芭
蕉
）
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ

	

　
　
　
　
　 

あ
け
ぼ
の
や
白
魚
し
ろ
き
こ
と
一
寸 
２
　

	

　
　
　
　
　 

い
ざ
さ
ら
ば
雪
見
に
こ
ろ
ぶ
所
ま
で

	

　
　
　
　
　 

う
き
わ
れ
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
閑
古
鳥 

２

	

　
　
　
　
　 

鶯
や
餅
に
糞
す
る
縁
の
先

	

　
　
　
　
　 

海
暮
れ
て
鴨
の
こ
ゑ
ほ
の
か
に
白
し 

９

	

　
　
　
　
　 

梅
が
香
に
の
つ
と
日
の
出
る
山
路
か
な 

５

	

　
　
　
　
　 

お
も
し
ろ
う
て
や
が
て
か
な
し
き
鵜
舟
か
な 

５

	

　
　
　
　
　 

か
さ
ね
と
は
八
重
撫
子
の
名
な
る
べ
し

	

　
　
　
　
　 

鰹
売
り
い
か
な
る
人
を
酔
は
す
ら
ん

	

　
　
　
　
　 

枯
れ
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮
れ 

３

	

　
　
　
　
　 

象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花

	

　
　
　
　
　 

菊
の
香
や
奈
良
に
は
古
き
仏
た
ち

	

　
　
　
　
　 

こ
の
道
や
行
く
人
な
し
に
秋
の
暮
れ 

６

	

　
　
　
　
　 

五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

	

　
　
　
　
　 

五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川

	

　
　
　
　
　 

閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声

	

　
　
　
　
　 

塩
鯛
の
歯
ぐ
き
も
寒
し
魚
の
店 

２

	

　
　
　
　
　 

蛸
壺
や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月 

６

	

　
　
　
　
　 

旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
れ
野
を
か
け
め
ぐ
る 

10

	

　
　
　
　
　 

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

	

　
　
　
　
　 

奈
良
七
重
七
堂
伽
藍
八
重
桜
　
２

	

　
　
　
　
　 

芭
蕉
野
分
し
て
盥
に
雨
を
聞
く
夜
か
な 

６

	

　
　
　
　
　 

初
し
ぐ
れ
猿
も
小
蓑
を
欲
し
げ
な
り

	

　
　
　
　
　 

花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か

	

　
　
　
　
　 

蛤
の
ふ
た
み
に
わ
か
れ
行
く
秋
ぞ

	
　
　
　
　
　 

一
家
に
遊
女
も
寝
た
り
萩
と
月

	
　
　
　
　
　 

病
雁
の
夜
寒
に
落
ち
て
旅
寝
か
な 

６

	
　
　
　
　
　 

冬
の
日
や
馬
上
に
氷
る
影
法
師
　
　

	

　
　
　
　
　 

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

	

　
　
　
　
　 
ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
散
る
か
滝
の
音
　
３

	

　
　
　
　
　 
行
く
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
涙
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山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草 

４

	

　
　
　
　
　 

世
の
人
の
見
付
け
ぬ
花
や
軒
の
栗

	
　
　
　
　
　 

若
葉
し
て
御
目
の
し
づ
く
ぬ
ぐ
は
ば
や 

４

	
（
河
合
曽
良
）
松
島
や
鶴
に
身
を
か
れ
ほ
と
と
ぎ
す

	

（
山
口
素
堂
）
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹

	

（
上
島
鬼
貫
）
ひ
う
ひ
う
と
風
は
空
ゆ
く
冬
ぼ
た
ん

	

（
榎
本
其
角
）
越
後
屋
に
き
ぬ
さ
く
音
や
衣
更 

２

	

（
服
部
嵐
雪
）
梅
一
輪
一
輪
ほ
ど
の
あ
た
た
か
さ 

５

	

（
向
井
去
来
）
応
々
と
い
へ
ど
た
た
く
や
雪
の
門 

３

	

　
　
　
　
　 

こ
が
ら
し
の
地
に
も
落
と
さ
ぬ
し
ぐ
れ
か
な

	

（
森
川
許
六
）
卯
の
花
に
葦
毛
の
馬
の
夜
明
け
か
な 

２

	

（
内
藤
丈
草
）
大
原
や
蝶
の
出
で
舞
ふ
朧
月 

２
	

（
野
沢
凡
兆
）
上
行
く
と
下
来
る
雲
や
秋
の
天 

２
	

　
　
　
　
　 

市
中
は
物
の
に
ほ
ひ
や
夏
の
月

	

（
千
代
女
）　 

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水 
２

	

　
　
　
　
　 

夕
顔
や
女
子
の
肌
の
見
ゆ
る
時 

２

	

（
炭
太
祇
）　 

盗
人
に
鐘
撞
く
寺
や
冬
木
立

	

　
　
　
　
　 

初
恋
や
灯
籠
に
寄
す
る
顏
と
顔 

２

	

（
与
謝
蕪
村
）
凧
き
の
ふ
の
空
の
あ
り
ど
こ
ろ 

２

	

　
　
　
　
　 

稲
妻
や
浪
も
て
結
へ
る
秋
津
島

	

　
　
　
　
　 

愁
ひ
つ
つ
岡
に
の
ぼ
れ
ば
花
い
ば
ら 

９

	

　
　
　
　
　 

御
手
討
の
夫
婦
な
り
し
を
更
衣

	

　
　
　
　
　 

斧
入
れ
て
香
に
お
ど
ろ
く
や
冬
木
立 

４

	

　
　
　
　
　 

五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒 

７

	

　
　
　
　
　 

し
ら
梅
に
明
く
る
夜
ば
か
り
と
な
り
に
け
り 

４

	

　
　
　
　
　 

白
梅
や
墨
芳
し
き
鴻
臚
館 

２

	

　
　
　
　
　 

蕭
条
と
し
て
石
に
日
の
入
る
枯
れ
野
か
な 

３

	

　
　
　
　
　 

月
天
心
貧
し
き
町
を
通
り
け
り 

９

	

　
　
　
　
　 

鳥
羽
殿
へ
五
六
騎
急
ぐ
野
分
か
な 

９

	

　
　
　
　
　 

夏
河
を
超
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草
履

	

　
　
　
　
　 

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に

	

　
　
　
　
　 

春
雨
や
小
磯
の
小
貝
ぬ
る
る
ほ
ど

	

　
　
　
　
　 

春
の
海
終
日
の
た
り
の
た
り
か
な 

３

	

　
　
　
　
　 

び
い
ど
ろ
の
魚
お
ど
ろ
き
ぬ
今
朝
の
秋 

３

	

　
　
　
　
　 

方
百
里
雨
雲
寄
せ
ぬ
牡
丹
か
な

	

　
　
　
　
　 

牡
丹
散
つ
て
打
ち
か
さ
な
り
ぬ
二
三
片 

５

	

　
　
　
　
　 

ほ
と
と
ぎ
す
平
安
城
を
筋
か
ひ
に

	

　
　
　
　
　 

行
く
春
や
お
も
た
き
琵
琶
の
抱
き
ご
こ
ろ 

５

	

　
　
　
　
　 

ゆ
く
春
や
逡
巡
と
し
て
遅
桜

	

（
加
藤
暁
台
）
う
ぐ
ひ
す
や
も
の
の
ま
ぎ
れ
に
夕
鳴
き
す

	

（
高
井
几
董
）
青
海
苔
や
石
の
窪
み
の
忘
れ
潮 

２

	

　
　
　
　
　 

絵
草
紙
に
鎮
お
く
店
や
春
の
風

	

　
　
　
　
　 

冬
木
立
月
骨
髄
に
入
る
夜
か
な

	

（
加
舎
白
雄
）
人
恋
し
灯
と
も
し
ご
ろ
を
さ
く
ら
散
る

	
（
上
田
秋
成
）
月
や
霰
そ
の
夜
の
更
け
て
川
千
鳥 

２

	
（
小
林
一
茶
）
有
明
や
浅
間
の
雲
が
膳
を
は
ふ 

７

	
　
　
　
　
　 

蟻
の
道
雲
の
峰
よ
り
つ
づ
き
け
ん 

４

	

　
　
　
　
　 

仰
の
け
に
落
ち
て
鳴
き
け
り
秋
の
せ
み 

３

	

　
　
　
　
　 
い
う
ぜ
ん
と
し
て
山
を
見
る
蛙
か
な 

４

	

　
　
　
　
　 
古
郷
や
よ
る
も
さ
は
る
も
茨
の
花 

３
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国
語
教
材
と
し
て
の
「
近
世
俳
諧
」

	

　
　
　
　
　 

心
か
ら
信
濃
の
雪
に
降
ら
れ
け
り 

６

	

　
　
　
　
　 

こ
れ
が
ま
あ
つ
ひ
の
栖
か
雪
五
尺 

７

	
　
　
　
　
　 

さ
び
し
さ
に
飯
を
食
ふ
な
り
秋
の
風 

２

	
　
　
　
　
　 

し
づ
か
さ
や
湖
水
の
底
の
雲
の
峰 

２

	

　
　
　
　
　 

涼
風
の
曲
が
り
く
ね
つ
て
来
た
り
け
り 

６

	

　
　
　
　
　 
涼
風
や
力
い
つ
ぱ
い
き
り
ぎ
り
す

	

　
　
　
　
　 
づ
ぶ
濡
れ
の
大
名
を
見
る
炬
燵
か
な 

２

（
8
）	

指
導
者
用
の
解
説
書
の
例
で
は
【
例
２
】
⑦
の
解
説
書
『
古
典
１
　
改
訂
版
　
指
導
資
料
Ⅰ
〔
古
文
編
〕』（
大
修
館
書
店
、
平
23
・
４
改
訂
版
第
４
刷
）

に
、「
蛸
壺
や
」
句
の
「
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
を
も
っ
て
描
か
れ
た
情
景
」（
Ｐ
358
）
等
の
ポ
イ
ン
ト
の
指
摘
、「
参
考
」
の
「
貞
門
俳
諧
」
の
「
言
葉

の
お
も
し
ろ
み
」
や
「
談
林
俳
諧
」
の
「
奇
抜
な
趣
向
や
謡
曲
調
」
と
い
っ
た
解
説
が
み
ら
れ
る
。
説
明
上
「
俳
言
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
性
質
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）	

右
文
書
院
『
古
典
Ⅰ
』（
平
14
・
４
・
１
、
平
６
・
３
・
15
文
部
科
学
省
検
定
済
）
古
文
編
「
五 

和
歌
・
歌
謡
・
俳
諧
」
の
「
俳
諧
（
発
句
）」
は
、「
月

に
柄
を
さ
し
た
ら
ば
よ
き
団
扇
か
な
」（
山
崎
宗
鑑
）「
落
花
枝
に
か
へ
る
と
見
れ
ば
胡
蝶
か
な
」（
荒
木
田
守
武
）
か
ら
貞
徳
の
句
以
下
16
句
を
各
人
一

句
ず
つ
掲
載
す
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
『
国
文
学
読
本
』
の
教
材
構
成
に
近
い
。

（
10
）	

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（23-84

　D
O

I:  10 .11501/  868097

）
に
よ
る
。

※�

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
八
～
三
十
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
国
語
教
科
書
の
日
本
近
世
作
品
教
材
の
研
究
―
解
釈
受
容
と
教
育
の
展
開
の

分
析
」（
研
究
代
表
者 

大
久
保
順
子
、
課
題
番
号16 K02412

）
の
研
究
成
果
の
報
告
で
あ
る
。

	

　
　
　
　
　 

露
の
世
は
露
の
世
な
が
ら
さ
り
な
が
ら 

３

	

　
　
　
　
　 

名
月
を
取
つ
て
く
れ
ろ
と
泣
く
子
か
な 

３

	

　
　
　
　
　 

目
出
度
さ
も
中
位
な
り
お
ら
が
春 

３

	

　
　
　
　
　 

痩
蛙
ま
け
る
な
一
茶
是
に
あ
り 

２

	

　
　
　
　
　 

雪
と
け
て
村
い
つ
ぱ
い
の
子
ど
も
か
な 

６

	

　
　
　
　
　 

わ
ん
ぱ
く
や
縛
ら
れ
な
が
ら
呼
ぶ
蛍 

２
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